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編 集 後 記

第8回 泌尿器科中部地方会 が11月3日 大阪市 大桜根教授会長 の下に行われた.折 か らの秋 目和

にて参会 者も多 く広 い労働会 館の会場 も殆 ど空席が なかつた.

大阪市大 田村峯雄助教授 の特別講演 「尿路 カンデイダ症に就 いて」は充分 な文献的考察 と多年

に亘 る研究成果の発表 であつて,殆 どあ ます ところない ものであつた.も う一つの特別講演は大

阪逓信山本弘部 長の 「非淋菌性尿道炎 に就 いて」 であ り,こ れ も全 く専門的 の領減 であ り,殊 に

PPLOに 関 しては他 の追従 を許 さぬ ものであ る.

一般 演説は従来に比べて内容 が大 いに充実 し活気が出て来 た.ど の報告に も教 えられ る ところ

が あつ た.追 加,質 問,討 論 などは今 までにな く活発であつた.本 誌前 月号に大村教授 も言つ て

い られる如 く,感 心した点があればほめる ことも よく,ま た若 い人 ばか りでな く経験者或は機関

の責任者 な ども大いに発言す るのが よい と思 う.

医科 大学が各地にた くさん出来 た ことを難ず る入があ り,或 はその よ うな面 もあ るか も知れぬ

が,し か し私は大学になつたために学問の進歩が大 いに助長 せ られた と思 う.近 来学会が一般 に

い よい よ盛大 に,そ の内容 も立派になつて来 たのはこの点が大 いに関与している と思 う.た だあ

ま り大 きくない都市 に於てい くつかの公的綜合病 院が分 立している如 き場 合には適宜に合同 して

充実 した病院にす るのは よいか も知れない,

この学会はFreiburgのProf.H,DrUckreyの 講演を以 て終 り,次 回は京都府 大,次 々回

は和歌山大学 と決定 された.

◇

訂正 第3巻 第12号 の表紙及び総 目次の5頁 と10頁 に著者 名荒 川忠徳 とあ るのは荒 川保徳が正

しいのであ ります 深 くお詑び致します.

◇

本号の発行 期 日が諸般 の都合に よつて多少遅れ ました ことをお詑び致 します

購 読 要 項

1.発 行は毎 月(年12回)と す る.年 間購読者 を以て会員 とす る.

2.会 員は年間料金1,000円 を前納す る,1冊 料金100円,払 込み は振替 口座番号京都4772番

泌 尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店.

3.入 会申込みは氏 名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 池位,自 宅開業 の別,送

金方法を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

1.原 稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は年 間購読者 に限 る.

2.原 稿の長 さは制 限 しないが簡潔にす る.

3.原 稿 は横書 き,当 用漢字,平 仮 名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400字

詰原稿用紙を用いるこ と.附 表,附 図はなるべ く欧文にす ること.

4.文 献の書式は次の如 くす る.著 者名=誌 名,巻 数=頁 数,年 次.

例 ・中野:泌 尿紀要 ・1:110・ 昭30.Lazarus,J・A・;J・Uro1.,45;527,1941.

5・300語 以内の欧文抄録 を記 し・之には欧文 の標題 ・ 所属機関 名,ロ ーマ字著者 名を附 け,

なるべ くタイプライ タPを 用い ること.

6・ 掲載料は4頁 迄毎 頁500円 ・ それ以上の頁 ・アー ト頁,図 表,写 真は実費を申受 ける
.別

冊20部 を無料贈呈・それ以上は実費を徴 収す る・この場合には予め希望 部数を申込む こ と.特 別

掲載 も考慮す る.

7.校 正は編集 者が行5が 希望に よ り著者校正 とす る.

&原 稿送 り先は京 都市左京 区聖護院 京都大 学病院 泌尿器科紀要編集部




